
イタヤガイの養殖試験一Ⅱ

飼育密度について

佐竹武元

二枚貝類の増養殖をおこなう場合，天然，人工採苗稚貝のいずれも採苗直後の4型稚貝は脆弱で

あり中間育成により大型の稚貝を生産し養殖，放流種苗とする方法が一般に用いられている（例え

ば,今井'),中村ら2)ルイタヤガイについてはわずかに堀田3)が人工採苗稚貝でおこたった結果

を報告しているにすぎない。今回，天然採苗したイタヤガイ稚貝を用い異なった収容密度で飼育し，

生長および生残率を知る目的で予備試験を行なったのでその概要を報告する。

材料と方法

使用した稚貝は１９７６年３月

２５日～６月２５日までの９８日

間恵曇湾生州奥地先で天然採苗し

た平均殻長２１．５噸のものである。

飼育場所は第１図に示すように恵

曇湾生州鼻地先１，０００ｍの地点

で水深２８ｍの砂泥質の所である。

貝はＢ５ｘ８５ｃ泥の真珠寵に第１

表のとおり収容し第２図に示した

ような延縄式養殖施設の水深１ｏ

ｍの所に垂下した。髄の交換と貝

掃除は測定日毎におこなった。貝

は各龍ごとに生残個数を箕えると

共に全数の殻長を測定し生残率お

よび平均殻長を求めた。水温は飼

育場所の水深１０ｍの所で毎月上・

下旬に観測した。飼育期間は１９

７６年７月８日～１９７７年６月
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第１図飼育場所（×印）

第１表イタヤガイ稚貝の収容数
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区分 １ ２ ８ ４ ５ ６

収容～数

(鴎）
1０ 2０ 6０ 100 200 400
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第２図飼育施設

結果

1．生長量

異なった収容密度で飼育した場合の平均殻長による生長量の変化を第８図に示した。
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異なった収容密度で飼育した場合の平均般長にエろ生長量の変化第８図
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収容密度別の生長駈は１区が最も良くついで２，８，４，５および６区の順と小さくなっている。

収容密度の低い１，２区では飼育期間を通じてそれぞれ３．０～１８．０，２．５～１７．５顛生長してい
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ろが８，４および５区は１，２区に較べ1.5～9.0,1.0～６．Ｏおエぴ2.0～6.5,98Vの生長にとど

在った。一方，収容密度の最も高かった６区では１３２日目注では他区に較ぺて著し〈悪く１．５～

4.0”であったが減耗に上り収容密度の低下した１８３日目以後は3.0～１０．０噸生長している、

生長量を時期別にみると高水温期（７月上旬～１１月下旬および５月下旬～６月上旬）ては低水

温期（１２月上旬～５月上旬）に較べ２～９倍主〈生長している。

2．減耗率

異なった収容密度で飼育した場合の減耗率の変化を第４図に示した。
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第４図異なった収容密度で飼育した溺合の減耗率の変化

収容密度別の減耗率は１区が最も低くついで２，８，４，５および６区の順に高くなった。収容

密度の最も高かった６区では初期の減耗が５５筋と高く，以後８０５日目注で５～１８妬の範囲で

減耗が続いた。８，４，５区では飼育期間中１０～４９筋の値を示した。雀た収容密度の低い１，

２区では１３８～８０５日間に１０～２０筋の減耗にとどまった。一方，最も減耗率の高くなる時

期は収容密度で異なり１，２区２３５～３０５日目０３，４，５区１８２～２８５日目，６区６１

日目の期間とたっており収容密度の低い区ほど遅くなっている。
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3．水温

飼育場所における水深１０ｍでの観測結果を第５図に示した。

飼育期間中の最高水温は２３．５℃

（８月下旬），最低水温は１１．２℃

（２月下旬）であった。

イタヤガイは暖海性極であると知水

られておりこの貝がよく生長する水

温は第３図と第５図から１８℃以上

であるとみてよいであろう。一方８，温
４，５区では２月下旬（１１．２℃）

に高い減耗率を示しており低水温に

因るものであるかも知れたいが他に

多くの原因が考えられ明らかにでき

なかった。
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第５図飼育場所（水深１０凧）における

平均水温の周年変化）

考 察

大型の種苗を大量に生産するためには貝の生長にともなって適正な収容密度で飼育することが必

要であるとしている（例えば，今井1)，堀田8)）。今回の試験でも第６図に示すように収容密度が

高雀る場合や密度が低い場合でも生長し殻長が大きくなった場合は減耗期が早室b，減耗率も高く，

生長は悪くなる傾向であった。殻長と収容密度との関係は種苗の使途，飼育方法および漁場鼠境に

より異なるとは思うが生長iiiおエび減耗率から真珠鑓（８５ｘ８５ｃ〃）使用の場合には殻長範囲が

それぞれ１０．０～２０．０，２１．０～８０．０，８１．０～４０．０函では２００，１００，６０個を収容

し飼育を開始し生長するにしたがって第２表に示すエうな殻長範囲および収容密度で飼育するのが

よいと考えられた。しかし飼育方法お上ぴ漁場霞境の違いにより収容密度は変わると思われるので

飼育方法の検討および漁場嚢境を把握するため更に試験を継続したい。
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第６図異なった収容密度で飼育した場合の平均殻長と殻長範囲および減耗率の変化

第２表殻長範囲と収容密度および飼育日数との関係

要約

１９７６年８月２５日～６月２５日までの９８日間恵曇湾生州奥地先で天然採苗した平均殻長

２１．５噸（殻長範囲１９．０～２４．０"）のイクヤガイ稚貝を真珠寵を用いて収容密度別に飼育し

つぎの結果を得た。
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殻長範囲(”）
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Ｌ稚貝の生長量は高密度から低密度にたるにしたがって時期ごとに０５～8.0鰄の範囲で大と

なった。堂た高水温期（７月上旬～１１月下旬おエび５月下旬～６月上旬）が低水温期（１２月上

旬～５月上旬）に較べ２～９倍とく成長した。

２．減耗率は収容密度が大きくなるにしたがって時期ごとに６．５～５０妬の範囲で高くたり早期

に最も減耗率が高くなった。

８．稚貝の良く生長する水温は１８℃以上であると考えら札たが低水温の影響については明らか

にできなかった。

４．大型の種苗を大過に生産する場合，飼育開始時の殻長範囲と収容密度は真珠寵使用の場合そ

れぞれ１０．０～２０．０；２００，２１．０～３０．０；１００，８１．０～４０．０”；６０個程度がよく

貝の生長にしたがって８０～６０日ごとに収容密度を焔～兇程度に分養するのがよいと考えられた。
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